









た。第 1回研究会（ 6月 6日）では、黒瀬郁二氏（鹿児島国際大学）による「イグアペ植民地の成立



































の合同で 2016年 2月 21日より 28
日までレジストロ市でおこなった。
建築班は同市内に点在する日系移
民家屋 9棟を巡見し、そのうち保
存状態が良い 4棟を選んで実測調
査を実施した。この実測調査によ
るデータをもとに作成されたのが
沖山すず家住宅平面図（図 1）と
沖山すず家住宅軸組図（図 2）で
ある。この図 2から、基本的構造
は日本の伝統的な軸組と共通して
いることがわかる。また、このこ
とから、この建物の工事担当者が
日本の伝統技術を理解していた大
工であった可能性が考えられる。
　一方、民俗班はレジストロ市日
系文化協会事務所にて日系移植民
の年長者 10名からそれぞれの個
人史および往時の日系社会の生活
の様子について聞書をすすめた。
話者の選定にあたっては、とくに
八丈島および沖縄県出身者を優先
し、これらの地域の日本社会にお
ける構造的位置から移民送出の歴
史過程を分析する糸口となるよう
配慮した。また、比較研究を念頭に、民俗班の一部はサンパウロ市街地における韓国人移民地区お
よびロサンジェルスの全米日系人博物館でも調査をおこなった。これら両班の収集データは、現在、
他の研究者も利用可能な形で提供するために整理作業が続けられている。
　今年度のブラジル現地調査では、本共同研究とは別途進行している日本人入植地研究プロジェク
トとの遭遇があった。現下、レジストロ入植地の日系移民家屋についてサンパウロ大学の肱岡明美
氏が本格的な研究をまとめつつあり、彼女の研究協力者の米田誠士氏も現地に長期滞在して独自の
調査を進めていた。本共同研究とは、対象地域にも研究視角にも重複があることから積極的な交流
と情報交換がのぞまれる。
　以前の現地調査と同様にレジストロ日系文化協会からは現地での案内や話者の紹介について全面
的な協力をいただいた。とりわけ今年度は、レジストロ市要人への紹介、比較材料となる隣接ヨー
ロッパ系入植地パリケーラアスー市の訪問、再興の兆しのみえる製茶業の取材斡旋など、調査活動
の範囲を拡大することができた。
　次年度は、歴史・民俗班を中心にそれぞれの個別課題に応じた現地調査をすすめる予定である。
